
 

 

 

 

  

１学期、ありがとうございました！ 

４月、子供たちとの出会いからあっという間の１学期が過ぎたように思います。子供たちは本当によくが

んばりました。ていねいなノートを見ては感激し、気持ちのよい態度に嬉しくなり、子供たちの全力を尽く

す姿に我々が日々パワーをもらいました。また、友達との行き違いもありましたが、それも一つの学びとし、

今後も成長してほしいと思います。 

明日より、夏休みが始まります。一人一人が自分自身のめあてをもち、そのめあてに向かって計画的に充

実した時間を過ごしてほしいと考えています。２学期始業式の日に、充実感いっぱいの元気な子供たちに会

えるのを楽しみにしています。 

 

＜夏休みの宿題＞ 

宿題 内容 提出 チェック 

読書感想文 

 

・４００字詰め原稿用紙を使います。 

・2枚半以上3枚以内で書きます。 

・自分と主人公を比べたり、身近なことに置き換 

えて考えたりして、感じたことを書きます。 

8/29 までに写真をとっ

てスクールタクトで提出 

（9/1 に実物を提出） 

 

自由研究 

 

・興味のある分野の研究に挑戦します。 

＜例＞夏の星観察、植物や動物の観察、旅行の記 

録、実験記録、調理の記録、SDGｓに関するこ 

との考察…など。 

8/29 までに写真をとっ

てスクールタクトで提出 

（9/1 に実物を提出） 

 

家庭科の宿題 ・手ぬいの練習。（練習用布を完成させます） 

・Teams の動画を参考に、なみぬい（3本）・本 

返し不ぬい・半返しぬい・かがりぬい・ボタンつ 

け（３つ）を練習しましょう。 

9/1 に実物を提出  

CBT 

単元別テスト 

 

・算数、理科、社会の課題を出します。 

 CBT for School のアプリからログインして取り 

組んでください。 

8/29 までに終了させて

おく 

 

その他 

 

 

 

・各教科の復習に取り組む。 

・ポスターや研究などのコンクールに挑戦。 

※後日募集要項を配布します。 

・お手伝い…何か一つを決めて継続できるとよい

と思います。 

学校を通して応募するも

のは 9/1 に提出 

 

 

＜夏休み中・始業式の予定＞ 

●夏季休業日開始 ７月２1日（金） 

●夏季水泳教室  7月２１日（金）２４日（月）～２８日（金）３１日（月） 

         8 月２５日（金）２８日（月）２９日（火） 

 ●夏季休業日終  ８月３１日（木） 

 ●始業式     ９月１日（金） 

  ＜持ち物＞ 宿題、筆記用具、ループタイ、iPad、キャリア・パスポート、 

雑巾１枚（無記名のもの）、通知表ファイル（表紙のみ差し込んでおいてください） 

●9月１５日（金）１４：４５～１５：３０体育館で保護者会が行われます。よろしくお願いいたします。 
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＜お知らせ＞ 

●７月２１日（金）夏季学園事前健診 

※健康記録カード必ずお持ちください 

13：００体育館集合 １３：３０検診開始 １４：３０終了予定 

持ち物 筆記用具 健康記録カード（夏季学園用） 夏季学園のしおり 

 

●キャリア・パスポートを持ち帰ります。 

これは、児童の成長の記録です。 

お子様とご一緒に確認をお願いします。 

保護者の方からのコメントもお願いします。 

始業式の日に学校に持たせてください。 

 

＜読書感想文について＞ 
 ●原稿用紙を使用します。 

  ≪コンクールに選出されるための字数について≫ 

※本文１１９０～１２００字でまとめるようにしましょう。 

  ※題名・学校名・氏名は字数に数えません。 

  ※改行の場合、空いているマスも字数として数えます。（４００字詰め原稿用紙、４枚目の２行目まで。） 

 

 ●対象図書 

  ①自由図書 自由に選んだ図書。フィクション・ノンフィクションを問いません。 

②課題図書 「ふたりのえびす」（フレーベル社） 

      「5番レーン」（鈴木出版） 

      「魔女だったかもしれないわたし」（ＰＨＰ研究所） 

      「中村哲物語：大地をうるおし平和につくした医師」（汐文社） 
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＜その他＞ 

9 月 8 日（金）に着衣泳があります！ 

水の事故を未然に防ぐため、プールにおける水着での泳ぎと違う難しさを身をもって体験することで落

ち着いた対応の仕方を学ぶことを目的として着衣泳を行います。 

 
○持ち物 

・水着 ・タオル ・ペットボトル（２L） ・ビニール袋 ・衣服（長袖、長ズボン、きれいな靴下） 


